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3. 2 使用した EBSシステム
本研究では，運動系に対する EBSシステムを，An-
図 1 EBS の例


































































均 0.4問まで有意に減少していた（p = 0.116× 10−5，
r = 0.640）．また，その他の誤答数は事前テストで平
均 1.7問であったが，事後テストでは平均 0.9問まで







が平均 1.6 問であり，誤答全体に対する MIF 誤答の
割合は 42%であった（図 4）．
4. 2. 2 高等専門学校 Bでの実践的利用
工業系高等専門学校 B における実践的利用では，
図 2 A 中学校での誤答数の変化
Fig. 2 The change of wrong answers at A junior high
school.
図 3 B 高等専門学校での誤答数の変化
Fig. 3 The change of wrong answers at B technical
college.
図 4 転移課題での誤答数
Fig. 4 The quantity of wrong answers at transfer
problems.
3 年生 32 名を対象とした．学習課題 5 問において
は，事前テストの時点で誤り総数は平均 4.3問であり，
事後テストでは平均 2.4 問まで有意に減少していた
（p = 0.343× 10−4，r = 0.597）．そのうちMIF誤答
数は事前テストで平均 3.5問であり，事後テストでは平
均 1.6問まで有意に減少していた（p = 0.880× 10−5，
r = 0.624）が，その他の誤答数は事前テストで平均
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